
1. マーケット・レート
2月23日 2月24日 3月1日 3月2日 3月3日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.0630 3.1100 3.0940 3.1530 3.1160 -0.0370
BRL/JPY Spot 36.79 36.03 36.74 36.27 36.55 +0.28
EUR/USD Spot 1.0584 1.0558 1.0546 1.0507 1.06 +0.0109
USD/JPY Spot 112.70 112.08 113.67 114.36 113.91 -0.45

6MTH(p.a.) 10.98 10.92 10.89 10.95 10.89 -0.0616
1Year(p.a.) 10.16 10.17 10.12 10.16 10.05 -0.1034
6MTH(p.a.) 1.993 2.003 2.063 2.052 2.038 -0.014
1Year(p.a.) 2.188 2.198 2.229 2.262 2.259 -0.003

株式 67,461.38 66,662.13 66,988.88 65,854.93 66,785.53 +930.60

CDS 220.02 222.18 222.18 221.83 218.38 -3.45

商品 191.634 190.931 191.269 188.812 189.72 +0.903

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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3月FOMCでの米利上げ観測が急上昇

米金融政策について次回FOMC（3月14、15日）での利上

げ観測が急速に高まっている。ダウ平均が最高値を更新、

景気拡大への期待が高まる中で今週はニューヨーク連銀

のダドリー総裁をはじめ複数のFRB高官が早期利上げに

前向きな発言を実施。金利先物市場が織り込む次回会合

での利上げの確率は先週末から3日にかけて40%から

94%まで急上昇した。米2年債利回りは週間で約16bps上
昇し、1.3%を超えて2009年8月以来の水準となっている。
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• 今週のレアルは2月初め以来となる3.16台へ下落後、3.11台へ戻す展開。
• カーニバルによる祝日で1日後場からの取引となった今週のレアルは3.1100で寄り付いた。前日の米トランプ大統領による

議会演説を受けてインフラ投資への期待から資源国通貨が強含む中、レアルは週間の高値となる3.0920まで上昇。その後、
米金融政策を巡ってFRB関係者から早期利上げに前向きな発言が相次いだことでドルが主要通貨に対して買われる中、ブ
ラジルの金融政策については先週開催されたCOPOMの議事録がハト派な内容だったことでレアルは下落。一時週間の安
値となる3.1610まで売られた。週末にかけてはイエレンFRB議長の講演で米国の利上げペース加速が示唆されなかったこと
でドルが上げ幅を縮小、レアルは結局3.1160で越週となった。

• 伯中銀によるアナリスト予想集計では、経済成長率予想は2017年が0.48%で据え置き、2018年は2.30%から2.37%へ上方
修正された。インフレ率予想は2017年が4.43%から4.36%へ下方修正、2018年予想は4.50%に据え置かれた。予想為替
レートは2017年末が3.30、2018年末が3.40でともに据え置かれた。

• 2日に公表されたCOPOM議事録（2月21、22日開催分）ではインフレ予測と景気停滞から金融緩和サイクルの前倒しに言及。
市場では想定よりもハト派の内容と捉えられた。

• 今週は複数のFRB関係者から早期の利上げ示唆された。利上げに最も消極的と見られていたブレイナード理事は1日、国内
外の経済に前向きな見解を示した上で早期の利上げが適切となる可能性に言及した。

• 米トランプ大統領は28日の議会演説で1兆ドルのインフラ投資や税制改革について発言。政策の具体性に欠けた一方、穏や
かで冷静な演説ぶりは評価され無難な結果となった。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.05－3.15

国 予想 実績 前回

ブラジル FIPE消費者物価指数(月次) -0.02% -0.08% 0.32%

ブラジル 登録雇用創出合計 -36000 -40864 -462366

米 ﾏｰｸｲｯﾄ米国ｻｰﾋﾞｽ業PMI 54.0 53.8 53.9

米 ﾏｰｸｲｯﾄ米国ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄPMI -- 54.1 54.3

米 ISM非製造業景況指数(総合) 56.5 57.6 56.5

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 3/6 ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ Feb -- 44.7

ブラジル 3/6 ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｻｰﾋﾞｽ業 Feb -- 45.1

ブラジル 3/6 貿易収支(週次) Mar 5 -- --

ブラジル 3/7 FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-DI(前年比) Apr 5.21% 6.02%

ブラジル 3/7 PPI 製造業(前月比) Jan -- 0.70%

ブラジル 3/7 GDP(前期比) 4Q -0.60% -0.80%

ブラジル 3/7 自動車生産台数(伯自工会) Feb -- 174064

ブラジル 3/7 自動車販売台数(伯自工会) Feb -- 147219

ブラジル 3/7 自動車輸出(伯自工会) Feb -- 37189

ブラジル 3/8 FGV CPI IPC-S Mar 7 0.36% 0.31%

ブラジル 3/8 鉱工業生産(前月比) Jan 0.30% 2.30%

ブラジル 3/9 IGP-M Inflation 1st Preview Mar -- 0.001

ブラジル 3/10 FIPE CPI-週次 Mar 7 -- -0.1%

ブラジル 3/10 IBGEｲﾝﾌﾚ率IPCA(前年比) Feb 4.9% 5.4%

米 3/10 非農業部門雇用者数変化 Feb 185k 227k

5.本日の主要経済指標 
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来週のレアルは3.1近辺での底堅い動きを予想。今週は米金融政策への思惑を材料にレアルはドルに対して下げる場面が見ら
れた。次回FOMCでの利上げがほぼ確実と市場で織り込まれた状況下、一旦はドル買いの勢いが緩むことで高金利のレアル
は堅調さを取り戻す動きが想定される。米国では10日の雇用統計に注目。また中国では5日から全人代が開催され成長率の政
府目標が発表される。


